
秋山，佐JI!: Zygogoniumの生態学的特性

本邦産土壌藻類勾Jgogonzumの生態学的特性

秋山 優申・佐川紀子*

M. AKIYAMA* and N. SAGAWA*: Some ecologic泡1pecu1iarities of the 

Japanese Zygogonium. 

15 

緑藻類のホシミドロ自に所属する ZygogoniumKUETZING (1843)腐は，糸状の体

制をもった土壌藻類のひとつとして知られており，今日までに14種が世界各地から報告さ

れている1・九本属は，その大部分のものが細胞内の vacuolarpigmentとして，紅色ない

しは紫紅色のいわゆる phycoporphyrin(LAGERHEIM， 1895) または algalanthocyanin 

(MAINX， 1923)とよばれている物質を含んでおり， 最近 ALSTON(1958)3)によってこ

の物質がタンニン鉄系のものであることが明かにされた。

本邦における本属の産出ならびに分布については，すでに秋山(19614)，1964的，19656))

によって Z.eri・cetorumKUETZING， Z.如maoenseRANDHAWAの2種が報告されてお

り，そのうち前種についての詳細な記載が山岸 (1966)7)によって報告されている。

土壊藻類としての本属藻類の生態学的特性についての研究は比較的少く，本邦産のも

のとしては，わずかに秋山・西上 (1967)8)による，汽水湖沼の干拓地土壌で， 比較的塩

素量の高い， pHの低い地点に多量にマ 7 ト状の大形のコロニーを形成していることが報

告されているにすぎない。

筆者達は今回本藻の生育環境条件ならびにそれらの生態学的意義について検討したので

報告をする。

凋筆するにあたり，本調査に御協力をいただいた島根大学教育学部梅木正彦氏に感謝

の意を表わす。

材料および方法

実験に用いた材料の大部分は，島根県下の砂岩あるいは粘板岩を基質とした土土産表面

に生育する自然集団から精選した。先合成の測憶は， いわゆる“darkand 1ight bottle 

method"により，反応容器は 1001lll酸素ぴんを用い 1時間処理後の溶存酸素の変動を

*島根大学教育学部生物学教室(松江市西JI!津町106のDepartmentof Biology， Facu・
lty of Education， Shimane University， Matsue， Ja戸n.

**本研究の一部は文部省税学研究費助成金によった。また大要については日本植物学

会熊本大会で報告した。
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測定した。溶存酸素の測定は Beckmanmodel 777製溶存酸素計により，藻体乾燥重量当

りに換算した。先源としては，自然発または昼売色蛍先灯を用い，乳白色ポリエチVン板

により照度の調節を行った。生育土壊環境要因の測定としては次の方法によった。 i)

pH; 10g風施土を 25111lの蒸溜水に入れ上澄液をガラス電極pHメーター但eckmanmodel 

7ので測定。 ii)電気伝導度(Ec);pHと同処理の上澄液を伝導度計 σOACM-3M型)

で測定。 iii)窓索イオン濃度;lOgの風乾土の 10ml蒸溜水浸出液を Mohr法で測定。 iv)

金窒素量;micro-Kjeldar法で測定。

結果と考察

1)生育環境条件:本属は路較的コスモポリタンな務類として知られているが，本邦

においてもこれまでの調査から，北海道，本州，四国，九州ならびに神縄にかけて広く分

布しているのが認められている。その大部分は，民較的湿潤な土嬢表面にかなり大形のマ

γト状の自然集団を構成している。出現地の土質についてもかなりの変異がみられ，その

土壌の基質も砂岩，粘板岩，石灰岩，火山灰など種々みられる。生育地の土質については

Table 1に示すように，路絞的酸性の土壌が多く， また沿岸干拓地などのように，かなり

多量の塩素を含むような地点にもその出現が認められる。また生育環境条件の中でも，特

に先要因についてみると，分布上出較的先量の少い陰地性のものと，常時直射日光を受け

る陽地性のものとが認められる。さらに，一般的に陰地位の藻体は，前述の紫色の鉄タン

ニン系色素の含有が少く，肉眼的にも緑色を呈しており，腸地性のものでは色素を多量に

合み，肉眼的にも濃紫褐色を呈しているが，これらの聞に細胞の形態との差異は認められ

ない。

Table I. Chemical and physical feature ofωil of habitat. 

max. 

III1n. 

mean 

pH 

7.1 

3.9 

5.2 

旬，talN (n恵/1g ωil) 

4.73 

0.97 

2.29 

Ec (J.lu/cm) 

3200 
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本邦産のみ'gogoniumとしては，土表性のもののほかに，高層湿原産車のものも知

られているが今回はこれらについては調査していない。

2)環境要因と光合成活性の関係:環境要因の中でも，土嬢のpH，合水状態，生育地

の光量などが土壊藻類にとってどのような生理的影響をもつものであるかというζとは，

土壌藻類のもつ生態学的特質を解明するうえの大きな手がかりとなるものと考えられる。

環境の pHの Zygogoniumの先合成活性に対する影響については Fig.1.のような結

果が得られた。すなわち本藻は比較的低い pH(5.8-3.9)値の環境下で党合成活性は最

大となるが，中性附近では，相対値は50-60%程度にまで低下する。しかもこの結果は，

事鈴木兵ニおよび山岸高旺の両氏の御教示による。
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Fig.l. 

自然集団の出現する土壌の pHとも極めてよく一致しているのが認められる。

生育環境条件のひとつである光要因と関連して，すでに指摘するように本邦産の

Zygogoniumには陰地性のものと陽地性のものとがあるが，これら両者の光合成・光曲

線については Fig.2.のような結果が得られた。この結果によると， 陰地性の帯緑色の

ものでは. 35klux程度で相対先合成活性はピークに達し， それ以上の光量増加とともに

明かに強光阻害現象が認められる。一方陽地性の帯紫色のものでは，光飽和は極めて高照

度に至るまで行われない。このような現象は，水中に生育する潔類あるいはプランクトン

などとは著しく異っておりト15L直射目先下に生育する土壌藻類の特質とも考えられる。

特にこの場合重要なこととして，前述の紫色の鉄タンニン系色素の作用であるが，今回

は，乙れらについての生態学的な意義については充分な検討が加えられなかったが，抽出

液の透過党を用いての比較的な実験結果によると.Spirogyraの場合， 明かに光合成量

の低下が認められた。また帯緑色の Zygogonium(強光阻害型〉の場合は. 20klux程度

の低照度下では対照より低い値を示すが. 60-100klux程度の高照度下では反対に対照よ

り高い値を示すことからも，この色素が，直射売による強光阻害作用に対し，適度に照度

コントローノレをしているものと推察され得る。これらの現象については，なお今後の詳細

な吟味が必要であると考えられる。
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環境の浸透圧と先合成活性の関係については Fig.3.のような結果が得られた。こ

の結果によると，土壊藻類である Zygogoniumは，一般の淡水藻類の勾irogyra，局，dro・

dictyon， Batrachospermumなどに比較して，高濃度の環境に対して耐性のあることが

認められる。乙のような土壌表面に生育する謀類の浸透圧耐性については，これまでに海

水による培養1貝原形質分離の状態17)などにより調査されているが，これらの報告と共に

今回の結果は，土壌藻類としての Zygogoniumの生態学的特性を示すものといえよう。
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Fig.2. 陽地位 (sunny)ならびに除地位 (shade)

Zygogoniumの先合成・光曲線。
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Fig.3. 種々の濃度下におけるみgogoniumならびに2，3の
淡水藻の相対先合成量。
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Reoume 

Some旬。logicalpeculiarities of the Japanese terrestrial alga Zygogonium were 
observOO. 

1) The optimal pH relating with photosynthetic activity was 3.9-5. 8， and it agreOO 

closely with that of soil of natural algal habitats (Fig. 1.). 

2) A habitat segr略ationrelating with light ∞，ndition is commonly recognizOO in 

Ja戸neseZygogonium， and in paralIel with this phenomenon， it was reco，伊izOO

that there is a differentiation of photosynthetic pattems viz. shade.type (inhibitOO 

under strong intens of the sun light) and sun-type (non inhibited) (Fig. 2). 

3)百leterrestrial Zygogonium has a conspicuous tolerance against a hypertonic 

condition (Fig. 3). 
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吉井川上流の付着藻類の分布

一一一金剛川の付着藻類についてー一一

今 田 庸*

1. IMADA Distribution of epilithic algae on the upper 

reaches of Yoshii.Gawa River. 1. Ecological studies of epilithic algae in the Kongo. 

Gawa River， Mitsuishi.cho， Okayama Prefecture. 

金剛川は岡山県の東部にある三石町を貫流する全長ほぽ 28k閣の吉井川のー支流であ

る。金剛川の藻類を調査した理由は，耐火煉瓦の産地として有名な三石町は地質構造が複

雑で，河川の水質や藻類植生に大きい影響をおよぼしていると推定したことと，さらに，

生物学的水質判定には平常の調査が必要であるが， (PkESCOTT 1951，1) Pennak 19532)) ， 

吉井川の陸水学的調査は樋口昌三 (19601))の，人造湖の湯原湖の調査があるだけなので，

生物学的水質判定の基礎資料をうるためである。

この研究を進めるにあたって指導と激励を戴いた東北大学名誉教授小久保清治博士，

指導助言を願った東海区水産研究所高野秀昭博士，指導と原稿の校閲を願い，さらに，資

料を提供してくださった横浜市立大学教授福島博博士に厚く感謝する。

1 採集時 (1967年8月〉の環境

採集時における気象， 水質の要因は次の通りである。すなわち水温， 溶存酸素は

Fig. 2に示したように，各 Stationの較差は，水温が1.40C，溶存酸素 3.16m1!tで，

上流が下流に比べてやや多かった。 pH は 7.2~7.4 で全体が弱アノレカリ性であった。

K陥 104消費量は，下流に多く最高 st.Eの 11.155時 /t，最低は 5t.Aの6.916mg/tで

あった。

*和気中学校(岡山県和気君開気町)Wake Junior High Sch∞1， Okayama 
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